
 

 

事 務 連 絡 

令和 3 年 10月 29日 

 

都県試験研究機関 野菜試験担当者 殿 

 

関東東海北陸農業試験研究推進会議 野菜部会事務局 

 

 

令和３年度 関東東海北陸農業試験研究推進会議 野菜部会の開催について 

 

 

日頃から当地域野菜研究の推進にご協力をいただき、誠に有難うございます。 

令和３年度 関東東海北陸農業試験研究推進会議 野菜部会を令和３年 11 月 29日(月)～

10日(金)の日程でメール会議にて開催することを予定いたしております。つきまして

は、資料作成等についてお知らせいたします。 

貴職におかれましては、各都県の関係者にご周知いただくとともに、別紙１にあります

資料をとりまとめの上、下記の部会事務局宛にご提出くださいますようお願い申し上げま

す。 

なお、この文書や様式等は、中日本農業研究センターWeb サイト内の関東東海北陸農業

試験研究推進会議ページの開催予定ページにも掲載する予定です。 

https://www.naro.go.jp/laboratory/carc/contents/suishin_kaigi/ 

 

ご不明な点がございましたら、下記事務局までお問い合わせください。 

 

 

 

野菜部会事務局： 

農研機構 中日本農業研究センター 

研究推進部 事業化推進室 竹倉 憲弘 

Tel: 029-838-7158、Fax: 029-838-8574 

E-mail: kth-yasaijimu@naro.affrc.go.jp 

 

https://www.naro.go.jp/laboratory/carc/contents/suishin_kaigi/
mailto:kth-yasaijimu@naro.affrc.go.jp


 

 

別紙１ 

 

令和３年度 関東東海北陸農業試験研究推進会議 野菜部会 

資料作成要領および提出方法 

 

１．資料の種類、記載様式と提出方法など 

・作成いただく資料は、下の表に示す５種類です。 

・様式２～５は、PDF に変換したファイルか、または Word や PowerPoint の原稿ファイ

ルを、メール添付で部会事務局宛に（下表を参照）提出してください。 

・会議資料は、例年と同様の形式で取りまとめたものを PDF ファイルとして参加者の方

に配付します。関係者限りの閲覧専用資料とします。 

 

資料等の種類と様式、提出期限、提出先 

資料等の種類 様式等 

1) 参加申込書 様式１ 

2) 研究成果 都県については様式自由 

Ａ４、１成果につき２ページ程度 

参考様式：様式２、様式３ 

3) 最新農業技術・品種 2023の推薦候補 様式４ 

または説明資料等（１ページ程度） 

4) 分野における研究情勢 様式自由 

Ａ４、１～２ページ程度 

5) その他要望事項等 様式自由 

Ａ４、１ページ程度 

提出先 ： 野菜部会事務局 kth-yasaijimu@naro.affrc.go.jp 

提出期限： 2021 年 11月 25 日(木) 

 

２．資料作成要領 

1) 参加申込書 

参加される方の所属、役職、氏名、メールアドレスを様式１に記入し、ご提出くださ

い。参加申込いただいた方のメールアドレスを、会議用メーリングリスト（kth-

yasai-mt2021@ml.affrc.go.jp）に登録します。アドレスにお間違いのないよう十分

にご確認お願いします。 

なお、所属、役職、氏名を記載した参加者名簿を、会議の参加者に配付します。 

 

2) 研究成果 

様式自由です（各都県で生産者あるいは普及指導員に研究成果を説明する独自資料が

あれば、その様式で構いません）。参考様式を使っていただいても結構です。 

内容は、以下を対象とします。都県ごとの提出成果数には、とくに制限ありません。 

・今年度の研究成果（様式２） 

・昨年度の会議時点では試験中で研究成果情報として未提出のもの（様式２） 
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・これまでに提出した成果情報で、その後の普及活動である程度の普及実績のある

もの、あるいは普及の目処がついたもの（様式３） 

 

3) 最新農業技術・品種 2023の推薦候補 

「最新農業技術・品種 2023」の選定候補技術様式４にご記入ください。あるいは、

PowerPoint等で作成した成果の内容を簡潔に説明した資料（１ページ程度のもの）

がある場合は、その資料を代わりとしていただいても構いません。 

 

※様式４は「最新農業技術・品種 2022」の提案様式であり、「2023」の提案時には

一部変更になる可能性があります。記入に際しては、現時点で記入できるだけで構

いません。 

※「農業研究及びその成果の普及・実用化推進要綱」(平成 19年 11月 20 日付け 19

農会第 850号農林水産事務次官依命通知)第 3 に基づき、農業試験研究機関等が開

発した近年の研究成果のうち、生産現場での普及がとくに期待されるものを最新農

業技術・品種として毎年選定し、その普及推進を図っています。 

※農林水産省 Webサイト内の「最新農業技術・品種」ページ 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/ 

 

4) 分野における研究情勢 

テーマを限定して議論するわけではありませんが、CO2ゼロエミッション化等の「み

どりの食料システム戦略」に関連した各都県での取り組みについて、ご紹介ください

ますようお願いします。様式は自由です。 

 

※農林水産省の「みどりの食料システム戦略」Webページ 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/ 

 

また、上記のテーマ以外にも、都県におけるトピック的なもの、例えば、 

・今年度新たに獲得した競争的資金による研究課題・内容 

・今年度新たに開始した研究課題・内容 

・今年度発生した野菜の生産・流通上における問題点等 

・「スマート農業」に関する内容 

・新型コロナウイルス感染症拡大による影響等 

を様式自由でご記入いただきご提出ください。 

 

5) その他要望事項等 

関東東海北陸農業試験研究推進会議の他部会、あるいは野菜花き試験研究推進会議等

への要望事項等があれば、様式自由でご記入いただきご提出ください。 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/
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